
 

                           平成 23 年 12 月 

   今年も早いもので、カレンダーも残り１枚…。平成 23 年は子どもたちにとって、 

    また、家族の皆様にとっても思い出いっぱいの１年になったでしょうか？ 

    残り１枚のカレンダーの 12 月、学童でももっと思い出を作れるように…と考えています。 

     
 
 
   今年もたくさんのサツマイモが畑で収穫できました。 

  そのサツマイモのツルを使って『クリスマスリース』をつくりました。 

  ドングリやマツボックリに絵の具で色をぬったり、アルミホイルで星☆ 

  や雪を作ったりして、世界に一つだけのオリジナルリースの完成です！  

   「マツボックリはいろんな色にしよ！」「ぶら下がるようにしたら、綺麗 

  やよ♪」「毛糸であんだリースも一緒に付けるわ」と、子どもの自由なアイ 

デアがぎっしり詰まったリースが玄関でみんなの帰りを迎えています。 

 

 

 

レッツで、家庭用品を使った少し変わった『さるかに合戦』 

           を鑑賞しました。スポンジとハンガーでサル、スポンジと 

          大きな洗濯バサミでカニ、小さな洗濯バサミでハチに変身！！ 

子どもたちも大きな声を出して物語に参加しました。 

          「あと、ウスがいるな～」「栗はどうやって作るんかな？」 

子どもたちの豊かな想像力で物語が進み、とても楽しく愉快な 

時間を過ごしました。 

         

   

                「今日の給食なんで知っとんの？？」栄養士 

さんが、給食メニューを言うと、みんなビックリ！！  

「グラタンの中にチーズ・牛乳・玉ネギ…」「マカロニ忘れとった～」

「スープの中身は？」とカードの中から給食に使われていた食材を

選んで『船』の形にしていきます。好き嫌いせずに全部食べると、 

船の形に栄養がちゃんととれる話を真剣に聞いていました。 

        サツマイモの話では、芋ほりに参加した子も多く、一つの食材でたくさんの調理方法 

があることや、芋には色々な種類があることも勉強しました。 

 

 

    

城田学童部のサツマイモ畑に、今年の冬は『玉ネギ』を植えました。 

   ３学童部のみんなで、小さな苗を手にもって、箸を使い上手に一本一本 

   「大きくなぁれ！」と願いを込め植えました。 

   「こんな細いのが玉ネギになるん？」「普通のネギみたいや」 

   「来年の５月には、大きい玉ネギになるやよ♪」スタッフの声に安心した後は、 

   城田神社での木の実探し！「くろいドングリ見て」「実が割れて、中から赤い実 

   が出てる～」など発見がいっぱい。たくさん秋を感じ、楽しい時間を過ごしました。 

 

サツマイモのツルを使って… 

普段使っている物が人形に見える?! 

食育のはなし 

これが玉ネギ？？ 

 

 

 

 

  

 

ＮＰＯ法人ときわ会 

 藍ちゃんの家 

ふぁみりーくらぶ学童部 

 

※ 日に日に寒さが増し、インフルエンザや風邪にかかる子が多く

なってきます。水筒・手拭タオルを必ず持って来てください。

学童でも、しっかり手洗いうがいをして予防しています。 


